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村上市地域公共交通総合連携計画〔概要版〕 

■基本的な方針 

背景 

○過疎（人口減少）の進行・地域活力低下への対応 

○高齢化への対応 

○環境に対する負荷軽減 

○公共交通の「利用者減少」→「運行サービスの低下」→「利用者減少」の悪循環 

○生活交通維持のための行政負担の増加 

 

 

 

基本方針 

市民、交通事業者、行政が協働でつくり育てる公共交通 
…市民誰もがいきいきと安心して住む続けられるよう、市民、交通事業者、行政

が協働で、持続的な公共交通を創り守ることにより、自家用車に頼り過ぎない交

通まちづくりを目指します。 

 

■計画区域 

   村上市全域 

 

■計画期間 

   平成２３年度～平成３２年度（10 年間） 

 

■計画の推進体制 

 

【これまでのすがた】           【将来のすがた】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○行政主体による、広域・幹線・地

域を一括した運行計画 

○公共交通サービスは、鉄道と路線

バスに限定 

○交通事業者（鉄道・バス）がそれ

ぞれ単独に情報発信 

○行政主体による広域・幹線レベル

での運行計画。 

○地域主体による地域レベルでの

運行計画（地域で考え・地域で担

う交通）。 

○鉄道・路線バスを軸としつつ、タ

クシーや目的バスなど、多様な交

通手段を効果的に活用 

○各事業者（公共交通）が一体とな

った情報発信［住民・交通事業

者・行政の三者間で常に情報共

有］ 

資料５ 
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■村上市の公共交通を取り巻く現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○公共交通空白・不便地域 ○鉄道利用者数 

交通空白・不便地域は、集落が点在
しているため村上市内全域につい
て見られます。 
 

※一般的に、公共交通空白域は、以下の公共交

通サービス圏域外のエリアの居住地域を言い、

不便地域は地形条件、道路状況等により使いに

くい地域を言います。 

【公共交通サービス圏域の考え方】 

＊バス停から３００メートル 

＊鉄道駅から５００メートル 

高校生やお年寄りを中心に村上駅、

坂町駅、府屋駅の順で利用。村上駅

では観光者も多い。 

 

 

○路線バス利用者数 

１日あたり 400～500 回のバス

利用。平均乗車密度は 1.3 人。朝

夕の通勤・通学時に利用が多い。利

用が殆ど無い便もみられる。 

 

■年間輸送人員ベスト５(単位：千人) 
1 村上(営)～安良町～松喜和 26.3

2 村上(営)～猿沢～北中 15.8

3 村上(営)～猿沢～塩野町車庫前 14.3

4 勝木駅前～府屋駅前～雷 13.6

5 村上(営)～岩沢～高根 12.4

○路線バス維持のための補助金 

村上市の生活交通対策費は年間

3.8 億円。このうち４割が路線バス運

行補助費。 

○マイカーへの依存 

自動車保有台数は世帯あたり 2.4

台。県平均を上回り、経年的にも増

加傾向。 

 

○家庭内における送迎実態 

送迎は、高齢者にとって「マイカー

移動」に次いで２番目に多い移動手

段。家族の送迎を行っている世帯の

割合は約50％※。※山北地区 
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■計画の３つの目標（地域公共交通の活性化・再生の目標） 

目標１ 市民の生活を支える利便性の高い地域公共交通 

市内の各地域において、買い物・通院・通学といった活動を支える公共交通をニーズに

即したサービスでの運行を実現します。地域に密着した交通は、市民・交通事業者・行政

が連携して協働で計画・運行・維持に取り組みます。また、運行だけでなく、待合環境や

情報提供など、今よりも便利で使いやすい環境の整備を進めます。 

目標２ 交通サービスの特性を活かした持続可能な地域公共交通 

鉄道、路線バス、タクシーなどの各交通サービスの特性を活かして、効率的で持続可能

な公共交通体系を構築します。サービスの見直し基準を明確にして、社会状況の変化に柔

軟に対応できる地域公共交通を目指します。 

目標３ 地域活性化に資する地域公共交通 

まちづくりと連携し、地区・集落の元気再生、地域の魅力向上、観光振興に向けた公共

交通施策を推進します。 

 

■目標達成のための５つの取り組み（11の施策） 

Ⅰ．運行の改善 

1. 既存路線の見直し 

・低利用路線の見直し ・運行経路の見直し ・まちなか循環バスの運行 

2. 地域に適した運行手法の導入 

・簡易デマンド型（予約型乗合）交通の運行 

・目的バスの活用等（スクールバスの混乗・間合い利用など） 

Ⅱ．利便性の向上 

3. 乗り換え利便性の向上（乗り換えを考慮した運行ダイヤの見直し） 

4. 運賃制度の見直し 

・新たな料金制度の検討 ・高校生への通学支援、高齢者への運賃優遇等の検討 

5. 車両の見直し（小型車両、低床バスの導入・バス車体の行き先表示の改善） 

Ⅲ．利用環境の改善 

6. わかりやすい情報提供 

・公共交通ガイド等の作成・配布 ・ホームページ等による情報発信充実 

7. 待ち合い環境等の改善（乗り換え案内の掲示等） 

Ⅳ．まちづくりとの連携 

8. 地域活性化・商店街活性化との連携（公共交通利用者への運賃優遇や商品割引等） 

9. 観光活性化との連携（観光目的の交通施策との連携） 

Ⅴ．市民意識の転換 

10. 地域住民による検討体制の構築 

・地域住民による運行評価（バスモニター） ・地域勉強会や自発的な取り組みを支援 

11. 利用促進のためのＰＲや動機付け事業等の実施 

・出前講座等による広報・ＰＲ、総合学習の実施 ・公共交通利用を促すキャンペーン

的な施策の実施 
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■重点施策 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

重点施策 具体化方策 実施主体 

施策Ⅰ-1 既存の路線の

見直し 

○まちなか循環バスの運行〔実証運行〕 

○既存路線バスのルート等の見直し〔実証

運行〕 

協議会 

バス事業者 

施策Ⅰ-2 地域に適した

運行手法の導入 
○簡易デマンド型交通の運行〔実証運行〕 

協議会 

市内交通事業者 

施策Ⅲ-6  わかりやす

い情報提供 

○公共交通ガイド等の作成・配布 

○ホームページ等による情報発信充実 

住民 

協議会 

市内交通事業者 

施策Ⅴ-10 地域住民に

よる検討体制の構築 

○地区説明会、意見交換会等の開催 

○運行見直し基準の設定 ※ 

○地域住民による運行評価（バスモニター

等） 

住民 

協議会 

 

 

※路線バス運行見直し基準について(案) 

 

 

 

 

・路線バス運行見直し基準の運用に当たっては、１年程度の利用促進期間を設け、この

間に基準を満たさなかった路線について減便等を行う。 

・ただし、恒常的な通学利用者がある便については、利用状況を考慮し検討する。 

・なお、見直し基準そのものも社会情勢等の変化を踏まえ、３～５年程度で見直す。 

 

 

目標達成のための５つの施策の柱 
Ⅰ．運行の改善 Ⅱ．利便性の向上 Ⅲ．利用環境の改善 Ⅳ．まちづくりとの連携 Ⅴ．市民意識の転換

【抽出の基本的な考え方】 

高齢者・高校生など運転できない人、または運転に不安な

人の日常生活における利便性向上が期待できる施策 

【路線バス運行見直し基準】 

◆利用者数：１便あたりの利用者数４人未満（現行路線バスの１便あたりの利用者数４．０８人）

◆収支率：２５％未満（現行路線バスの平均収支率２８．５３％） 
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■施策展開（地区別の施策展開）          

 

５地区での施策展開 

◎：実証運行実施、○：計画期間内で検討・実施 5 つの柱 11 の施策 
対応策[具体的な事業] 

※太字（ゴシック）は重点施策 
山北地区 朝日地区 村上地区 神林地区 荒川地区 

備 考 

○低利用路線の見直し ○ ○ ○ ○ ○ 

○運行経路の見直し  ○ ○ ○  

 

1.既存路線の見直し 

○まちなか循環バスの運行   ◎    

○デマンド型（予約型乗合）交通の運行 ◎ ○ ○ ◎ ◎  

Ⅰ．運行の改善 

2.地域に適した運行手
法の導入 

○目的バスの活用等（スクールバスの混乗・間合
い利用など） 

○ ○     

3.乗り換え利便性の向
上 

○乗り換えを考慮した運行ダイヤの見直し 
○フリー乗降対応 

○ ○ ○ ○ ○  

4.運賃制度の見直し 
○新たな料金制度の検討 
○高校生への通学支援、高齢者への運賃優遇等の
検討 

全市の一体的な展開  
Ⅱ．利便性の向

上 

5.車両の見直し 
○小型車両・低床バスの導入 
○バス車体の行き先表示の改善 

全市の一体的な展開  

6.わかりやすい情報提
供 

○公共交通ガイド等の作成、配布 全市の一体的な展開  

Ⅲ．利用環境の

改善 
7.待合い環境等の改善 

○乗り換え案内の掲示等 
○待合い空間の確保 

○ ○ ○ ○ ○  

8.地域活性化・商店街
活性化との連携 

○公共交通利用者への運賃優遇や商品割引等 ○ ○ ○ ○ ○  
Ⅳ．まちづくり

との連携 
9.観光活性化との連携 ○観光目的の交通施策との連携 ○ ○ ○ ○ ○  

10.地域住民による検
討体制の構築 

○地域住民による運行評価（バスモニター） 
○地域勉強会や自発的な取り組みを支援 
○運行見直し基準の設定 

全市の一体的な展開  

Ⅴ．市民意識の

転換 11.利用促進のための
ＰＲや動機付け事業等
の実施 

○出前講座等による広報・ＰＲ、総合学習の実施
○公共交通利用を促すキャンペーン的な施策の
実施 

全市の一体的な展開  
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■山北地区の施策展開 
【エリア数：7】 

【取り組む施策】※全市一体的な展開施策を除く 
 Ⅰ-1 既存路線の見直し(低利用路線の見直し) 
 Ⅰ-2 地域に適した運行手法の導入（簡易デマンド型交通

の運行、目的バスの活用） 
 Ⅱ-3 乗り換え利便性の向上 
 Ⅲ-7 待合い環境等の改善 
 Ⅳ-8 地域活性化・商店街活性化との連携 
 Ⅳ-9 観光活性化との連携 

 

【山北】小俣川エリア 

現在 [地域]路線バス（勝木駅～雷） 

対応 Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

展開
(H23)既存路線バス（勝木駅～雷）継続運行 

(H24～)利用実態をふまえた運行ダイヤの見直し(土日便)

 

【山北】府屋～県境(国道 7号)  

現在 運行なし 

対応 

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入 

[簡易デマンド型交通の運行検討] 

[目的バスの活用等] 

展開 

(H23～25)小型車両による乗合交通の運行検討【実証運行】 

(H26～) 乗合交通の運行継続(予定) 

(H23～)スクールバスの混乗・間合い利用検討 

 

【山北】中継川エリア 

現在 [地域]路線バス（勝木営業所～中継）※中継～山熊田間無し 

対応
Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入[目的バスの活用等] 

展開

(H23)既存路線バス（勝木営業所～中継）継続運行 

(H23～25)中継～山熊田間の延伸検討【実証運行】 

(H23～)スクールバスの混乗・間合い利用検討(中継～山熊田) 

(H24～) 利用実態をふまえた運行ダイヤの見直し(土日便) 

 

【山北】勝木川エリア 

現在 [地域]路線バス（大毎～勝木駅/府屋中町） 

対応 Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

展開

(H23)既存路線バス（大毎～勝木駅/府屋中町）継続運行 

(H24～) 利用実態をふまえた運行ダイヤの見直し、料金制度の見直

し(通学支援の検討) 

 

【山北】勝木川エリア（荒川・大沢） 

現在 運行なし 

対応

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入 

[簡易デマンド型交通の運行検討] 

[目的バスの活用等] 

展開
(H23～25)小型車両による乗合交通の運行検討【実証運行】

(H23～)スクールバスの混乗・間合い利用検討 

【山北】国道 7号(勝木～村上間) 

現在 [幹線]路線バス（村上営業所～北中） 

対応 Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

展開

(H23)既存路線バス（村上営業所～北中）継続運行 

(H24～) 利用実態をふまえた運行ダイヤの見直し(土日便)、

料金制度の見直し（通学支援の検討、運賃上限制の検討） 

【山北】海府地区（下海府エリア） 

現在 運行なし 

対応 
Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入 

[簡易デマンド型交通の運行検討] 

展開 

(H23～25)小型車両による乗合交通の運行検

討【実証運行】 

(H26～) 乗合交通の運行継続(予定) 

 

図Ａ．村上以北（山北地区） 
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【朝日】高根・大須戸川エリア（岩沢方面） 

現在 [幹線]路線バス（村上営業所～高根/大須戸） 

対応 Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] [運行経路の見直し] 

展開

(H23)既存路線バス（村上営業所～高根/大須戸）継続運行 

(H24～) 利用実態をふまえた運行ダイヤ・経路の見直し、料金制度

の見直し（通学支援の検討、運賃上限制の検討） 

 

【朝日】高根・大須戸川エリア（薦川方面） 

現在 運行なし 

対応
Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入 

[デマンド型交通の運行検討][目的バスの活用等] 

展開
(H23～)小型車両による乗合交通の運行検討、スクールバスの混

乗・間合い利用検討 

 

【朝日】三面川エリア（布部方面） 

現在 [幹線]路線バス（村上営業所～縄文の里） 

対応 Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

展開 

(H23)既存路線バス（村上営業所～縄文の里）継続運行 

(H24～) 利用実態をふまえた運行ダイヤ・経路等の見直し

（終点変更・経路変更・減便検討[土日]） 

 【朝日】三面川エリア（小揚方面） 

現在 運行なし 

対応

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入 

[デマンド型交通の運行検討] 

[目的バスの活用等] 

展開
(H23～)小型車両による乗合交通の運行検討、スクール

バスの混乗・間合い利用検討 

 

【朝日】高根・大須戸川エリア（猿沢方面） 

現在 [幹線]路線バス（村上営業所～北中/塩野町） 

対応 
Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し][運行

経路の見直し] 

展開 

(H23)既存路線バス（村上営業所～北中/塩野町）継

続運行 

(H24～) 利用実態をふまえた運行ダイヤ・経路の見

直し、料金制度の見直し（通学支援の検討、運賃上

限制の検討） 

【朝日】高根大須戸川エリア（荒沢） 

現在 運行なし 

対応

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入 

[デマンド型交通の運行検討][目的バスの活用

等] 

展開
(H23～)小型車両による乗合交通の運行検討、ス

クールバスの混乗・間合い利用検討 

 

【村上】海府地区（上海府エリア） 

現在 [地域]路線バス（安良町～馬下） 

対応 Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

展開 

(H23)既存路線バス（安良町～馬下）の継続運行 

(H23～25)馬下～浜新保・桑川間延伸検討【実証実

験】 

(H24～) 利用実態をふまえた運行見直し 

 

■朝日地区の施策展開 
【エリア数：6】 

【取り組む施策】※全市一体的な展開施策を除く 
 Ⅰ-1 既存路線の見直し(低利用路線の見直し、運行経路の

見直し) 
 Ⅰ-2 地域に適した運行手法の導入（デマンド型交通の運

行、目的バスの活用） 
 Ⅱ-3 乗り換え利便性の向上 
 Ⅲ-7 待合い環境等の改善 
 Ⅳ-8 地域活性化・商店街活性化との連携 
 Ⅳ-9 観光活性化との連携 

図Ｂ．村上以北（朝日・村上地区） 
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■村上地区の施策展開 
【エリア数：6】 

【取り組む施策】※全市一体的な展開施策を除く 
 Ⅰ-1 既存路線の見直し(低利用路線の見直し、運行経路の

見直し、まちなか循環バスの運行) 
 Ⅰ-2 地域に適した運行手法の導入（デマンド型交通の運

行） 
 Ⅱ-3 乗り換え利便性の向上 
 Ⅲ-7 待合い環境等の改善 
 Ⅳ-8 地域活性化・商店街活性化との連携 
 Ⅳ-9 観光活性化との連携 

【村上】村上中心部 

現在 

[幹線]路線バス(村上営業所～安良町～松喜和/岩船駅前/小岩内) 

[幹線]路線バス(村上営業所～松喜和) 

[幹線]路線バス(村上駅～松喜和) 

対応 Ⅰ1.既存路線の見直し[運行経路の見直し][街なか循環バスの運行] 

展開 

(H23～25)街なか循環バスの運行検討【実証運行】 

(H23～)路線バスの運行経路見直し検討（経路変更[新町経由]） 

(H26～)街なか循環バスの運行継続(予定) 

 ＜参考＞中心市街地循環バスのターゲット 

医 療 村上総合病院、開業医など 

商 業 中心商店街、スーパーなど 

教 育 村上高校、村上桜ヶ丘高校など 

業務ほか 

市役所、公民館 

郵便局、銀行 

情報センター（図書館）、体育館 

観光施設              など 

【村上】山辺里（門前川エリア） 

現在 運行なし 

対応 
Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入 

[デマンド型交通の運行検討] 

展開 (H23～)小型車両による乗合交通の運行検討 

 

【村上】山辺里（山辺里エリア） 

現在 

[幹線]路線バス(村上営業所～北中/塩野町) 

[幹線]路線バス(村上営業所～高根/大須戸) 

[幹線]村上営業所～縄文の里 

対応 
Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

[運行経路の見直し] 

展開 

(H23)既存路線バス継続運行 

(H24～) 路線バスの運行ダイヤ・経路見直し検

討（経路変更[新町経由]） 

 

【村上】瀬波エリア 

現在 [地域]路線バス(安良町～馬下) ※一部  

対応 
Ⅰ1.既存路線の見直し[運行経路の見直し] 

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入[デマンド型交通の運行検討] 

展開 
(H23～) 路線バスの運行ダイヤ見直し検討（経路見直し）、小型

車両による乗合交通の運行検討 

【村上】岩船エリア 

現在 

[幹線]路線バス(村上営業所～安良町～松喜和/岩船駅前/小岩内) 

[幹線]路線バス(村上営業所～松喜和) 

[幹線]路線バス(村上駅～松喜和) 

対応 Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] [運行経路の見直し]  

展開 

(H23)既存路線バス継続運行 ※村上市街地内の「街なか循環バス」

運行に伴う経路見直しあり 

(H24～) 路線バスの運行ダイヤ見直し検討（終点変更・系統の統合） 

 

図Ｃ．村上（村上地区） 



 9

 ■神林地区の施策展開 
【エリア数：5】 

【取り組む施策】※全市一体的な展開施策を除く 
 Ⅰ-1 既存路線の見直し(低利用路線の見直し、運行経路の

見直し) 
 Ⅰ-2 地域に適した運行手法の導入（デマンド型交通の運

行） 
 Ⅱ-3 乗り換え利便性の向上 
 Ⅲ-7 待合い環境等の改善 
 Ⅳ-8 地域活性化・商店街活性化との連携 
 Ⅳ-9 観光活性化との連携 

 

■荒川地区の施策展開 
【エリア数：2】 

【取り組む施策】※全市一体的な展開施策を除く 
 Ⅰ-1 既存路線の見直し(低利用路線の見直し) 
 Ⅰ-2 地域に適した運行手法の導入（デマンド型交通の運

行） 
 Ⅱ-3 乗り換え利便性の向上 
 Ⅲ-7 待合い環境等の改善 
 Ⅳ-8 地域活性化・商店街活性化との連携 
 Ⅳ-9 観光活性化との連携 

 
【荒川】国道 113 号線（荒川～関川村） 

現在 [広域]路線バス（下海老江～下関営業所／関川村役場）

対応 Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

展開 
(H23)既存路線バス継続運行 

(H24～) 利用実態をふまえた運行見直し(減便・統合) 

 

【神林】西神納エリア 

現在 運行なし 

対応 
Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入 

[簡易デマンド型交通の運行検討] 

展開 

(H23～25)簡易デマンド型乗合交通の運行検討【実証

運行】 

(H26～) 乗合交通の運行継続(予定) 

 

【神林】平林・砂山エリア 

現在 [幹線]路線バス（村上営業所～小岩内） 

対応 

Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入[デマンド型交通

の運行検討] 

展開 

(H23～25) 既存路線バス経路一部見直し、簡易デマ

ンド型乗合交通の運行検討【実証運行】 

(H26～) 路線バスの運行見直し、乗合交通の運行継

続(予定) 

 

【神林】国道 290 号線（村上～神林～関川村） 

現在 [広域]路線バス（村上営業所～下関営業所） 

対応
Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し][運行経路の

見直し] 

展開
(H23)既存路線バス（村上営業所～下関営業所）継続運行

(H24～) 利用実態をふまえた運行ダイヤ・経路の見直し 

【神林】神納エリア 

現在 [広域]路線バス（村上営業所～下関営業所） 

対応
Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入[簡易デマンド型交通の運行検討] 

展開

(H23)既存路線バス（村上営業所～下関営業所）継続運行 

(H23～)小型車両による乗合交通の運行検討(国道から離れた集落対応)

(H24～) 利用実態をふまえた運行ダイヤの見直し 

 

【神林】神納東エリア 

現在 [広域]路線バス（村上営業所～下関営業所） 

対応

Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入[簡易デマンド型交通の

運行検討] 

展開

(H23)既存路線バス（村上営業所～下関営業所）継続運行 

(H23～25)簡易デマンド型乗合交通の運行検討【実証運行】

(H24～) 利用実態をふまえた運行ダイヤの見直し 

(H26～) 乗合交通の運行継続(予定) 

 

【荒川】荒川地区全域 

現在
[広域]路線バス(下関（営）/関川村役場～下海老江) 

[地域]路線バス(坂町病院～下海老江) 

対応

Ⅰ1.既存路線の見直し[低利用路線の見直し] 

Ⅰ2.地域に適した運行手法の導入[簡易デマンド型交通

の運行検討] 

展開

(H23～25)簡易デマンド型乗合交通の運行検討【実証運

行】、路線バスの運行見直し検討(廃止) 

(H26～)乗合交通の運行継続(予定) 

 

図Ｄ．村上以南（神林・荒川地区） 




